
 

「人と、街と、劇場をつなぐ。」　オーバード・ホール情報誌

2021- summer
VOL.  

開館25周年













800字の劇場 　16

井坂洋子 Yohko Isaka：
詩人。1949年、東京生まれ、上智大学文学部卒。中原中也賞選考委員。詩集に『地上
がまんべんなく明るんで』（高見順賞）、『箱入豹』（藤村記念歴程賞）、『七月のひと房』（現
代詩花椿賞）など。エッセイ集に『はじめの穴　終わりの口』、『黒猫のひたい』、『詩はあな
たの隣にいる』、『詩の目　詩の耳』など。最新刊に『犀星の女ひと』がある。 vol.69

文： 井坂洋子

　演劇やダンスやミュージカルなど、舞台上で繰り広げられる世界の魅

力もさることながら、劇場空間そのものも、私は好きだ。いつまでも観続

けていたいと思いながら、終わって椅子から立ちあがる瞬間、美しいドレ

ス姿から粗末な衣服に戻ってしまう灰かぶり姫のような気分になる。客

が三々五々散っていく広々した客席は、さびしく恨めしいが、翌日の開幕

のベルをひっそりと待つ、無人の椅子のなまめかしさが漂っている。

　けれど去年から今年にかけて、コロナ禍で公演の中止を余儀なくされ

た劇場も多く、そういう時の暗い場内は、ただ、椅子がぎっしり居並ぶだ

けの無機的な空間だろうと思う。

　劇場とは集団で夢見る場所。一人一人が別々の見方や感想を抱くと思

うけれど、皆が一緒になって舞台を見つめることが、やはり大事なのかな

と思う。ライブ配信され、家で一人で観ていても面白さは半減する。

　ところで、母から聞いた、忘れられない話がある。母は戦中世代で、女

学生の時、学徒動員で軍服を縫ったり、軍の領地に野菜を植えたりしてい

た。その時の大学生のリーダーが父だった。二人は戦後に結婚。すぐに

私が生まれた。父母はつき合っていた間、映画や音楽会によく行ったら

しい。皆が文化に飢えていた時代で、結婚後に父は、母をねぎらう意味も

あったのか、クラシックの演奏会のチケットを買ってきたという。母は

赤児だった私をおぶって、久しぶりに父と連れだって出かけた。席につ

いて、いよいよ演奏が始まる直前に、母はやっと気づいたという。

　この子が泣きだしたらどうしよう……。

　母は自分の愚かしさに青ざめた。結局父が静まり返った客席を抜けだ

し、廊下で演奏の間、私をあやしてくれたようだ。その思い出を話してく

れた時の母は、はるか昔のその衝撃がさめやらない様子だった。今は二

人とも、いなくなってしまった。若い母はその時に何の曲を聴いたのだ

ろう。尋ねそびれたのを悔やんでいる。
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